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千代田区隼町4–1
☎03–3265–7411（代表）
h�p://www.ntj.jac.go.jp/

http://ticket.ntj.jac.go.jp
■ 国立劇場チケットセンター （10時～5時）

 ■ 窓口販売開始  8月12日（木）［チケット売り場  10時～6時］
＊窓口販売用に別枠でのお取置きはございません。

■ 入場料金 （全席指定・障害者の方は２割引）
＊窓口・電話予約でのみ販売

■ 予約開始  8月11日 （水） 10時～
■ インターネット予約 （一般券・パソコンのみ）

一般3000円    ／ 学生2100円

0570（07）9900 03（3230）3000 〈PHS・IP電話〉

芝居と語り芸チラシ 表  A



☎03–3265–7411（代表）千代田区隼町4–1
h�p://www.ntj.jac.go.jp/
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10月9日 （土）2時開演

http://ticket.ntj.jac.go.jp
■ 予約開始  8月11日 （水） 10時～
■ インターネット予約 （一般券・パソコンのみ）

一般3000円    　 学生2100円　
　　　　

■ 国立劇場チケットセンター （10時～5時）

■ 窓口販売開始  8月12日（木）［チケット売り場  10時～6時］
＊窓口販売用に別枠でのお取置きはございません。

■ 入場料金 （全席指定・障害者の方は２割引）＊窓口・電話予約でのみ販売

0570（07）9900
03（3230）3000 〈PHS・IP電話〉

＊字幕表示がございます

戸庶民にとって最大の娯楽は歌舞伎や人形芝居などを観る芝居見物でした。

そしてこれら芝居に彩りを加えたのが、三味線などの楽器を伴奏に

ストーリーや情景を説明する語り芸です。この芝居と語りが生みだす空間に人々は魅せられたのです。

江
の公演では、時代の移り変わりとともに様々に変化しながら、

今日まで娯楽として受け継がれる“芝居”と“語り芸”をご覧いただきます。

まぶた　　 　  　は は【無声映画】活動弁士 
チャップリンの冒険

　　　　  番場忠太郎 瞼の母
音が収録出来なかった初期の映画を無声映画といい
ます。日本では、語り芸の文化が浸透していたため
台詞や情景の描写を活動弁士の語りで行いました。
今回は洋画と邦画における語り分けをお聞きいただ
くため、『チャップリンの冒険』、『瞼の母』を上演します。

きつねこわか

【江戸写し絵】
新内節 葛の葉 狐子別れの段

　　　　　     落　語  だるま夜噺
西洋から入った幻灯機を改良し、絵を動いているよ
うに見せる江戸写し絵。今回は、江戸情緒を醸し出
す歌う要素の強い語りの新内節で『葛の葉 狐子別れの
段』、語りと身振りで話を展開する落語による『だる
ま夜噺』を上演します。

よ ば な し

お ぐ り は ん が ん い ち だ い き

【車人形】説経節 小栗判官一代記
仏教を広めるために行われた説経に三味線を取り入
れた説経節と、ろくろ車を用いて人形を１人で操る
車人形による『小栗判官一代記 高倉館判官矢取りの段』を上
演します。

ほんのうじ

【地芝居】義太夫節  絵本太功記 本能寺の場 
綿密な節付と写実的な語りで感動を与える義太夫節
と、これまで歌舞伎を見る側にいた庶民が演じる側
になって芝居を行った地芝居による『絵本太功記 本能
寺の場』を上演します。

え ほ ん た い こ う き

東京・江戸の賑わい その２

～庶民の娯楽～
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東京文化発信プロジェクトは、世界の主要都市と競い合える芸術文化の創造発信、芸術文化を通じた子供たちの育成、多様な地域の文化拠点の形成を目的として、東京都と東京都歴史文化財団が芸術
文化団体、アートＮＰＯ等と協力して実施しています。様々な芸術分野のイベントや、まちなかで市民とアーティストが協働するアートプログラム、子供向けの体験型プログラムなどを展開しています。

主催＝独立行政法人日本芸術文化振興会（国立劇場）
　　　東京都、東京文化発信プロジェクト室（公益財団法人東京都歴史文化財団）、
　　　東京発・伝統WA感動実行委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   Tokyo Traditional Arts Program  http://www.dento-wa.jp/en (English)
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